
様式2

都市再生整備計画　事後評価シート

徳島市東部地区

平成２８年３月

徳島県徳島市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 4,196ha

交付期間 0.364

当　初

変　更

徳島県 市町村名 徳島市

なし

なし

交付対象事業費 国費率4,872.0百万円

基幹事業

平成23年度～平成27年度 平成27年度事後評価実施時期

地区名

事業名

平成23年度～平成27年度

新たに追加
した事業

○道路･････地域住民の生活環境の向上及び円滑な交通の促進を図るため。
○地域生活基盤施設（地域防災施設）･････災害発生時に避難所となる公共公益施設
の耐震改修を行うため。
○高質空間形成施設（緑化施設等）･････歩行者及び自転車通行者にやさしい、安全で
安心な道路環境を整備するため。
○高質空間形成施設（歩行支援施設・障害者誘導施設）･････徳島駅前商業施設（アミ
コビル）内に整備したシビックセンター及び徳島市立図書館の利便性向上を図るため。

【道路】
市道川内横断側道2‐9号線、市道インター1号線、市道大松3号線、市道平石夷野南線、市道平石夷野8号線、市道大松・平石住吉線、市道平石住吉1号線、市道平石夷野南支線、市道平石・米津線、
市道米津南1号線、市道富吉・富久線、市道富久南線、市道米津・富久・富吉線、市道鶴島・沖島線、市道沖島・鈴江東線、市道鈴江東・沖島線、市道沖島南3号線、市道宮島浜・鈴江東線、市道上別
宮2号線、市道大松1号線、市道鶴島2号線、市道上別宮1号線、市道平石夷野7号線、市道北原・上別宮南線、市道中昭和3‐4丁目線
【道路（街路）】
住吉万代園瀬橋線（昭和工区・南昭和工区）
【高次都市施設】
地域交流センター（シビックセンター、昭和コミュニティセンター）、子育て世代活動支援センター（児童多目的ルーム）

徳島市東部地区

なし
 １）事業の実施状況

事業名

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

なし
交付期間
の変更 なし

計画期間中に整備完了する見通しが立たないため。

提案事業

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響削除/追加の理由

なし

【地域創造支援事業】
大原地区倉庫新築事業、川内町民会館施設改修事業、昭和コミュニティセ
ンター建設事業、昭和コミュニティセンター解体撤去事業、徳島駅前広場整
備事業

○大原地区倉庫新築事業･････高速道路の整備に伴い、影響を受ける地域のコミュニ
ティ活動を確保、促進するため。
○川内町民会館施設改修事業･････バリアフリー化（多目的トイレ、エレベーター整備）
により、川内町民会館の利便性向上を図るため。
○昭和コミュニティセンター建設事業･････基幹事業から提案事業に変更するため。
○昭和コミュニティセンター解体撤去事業･････街路〔住吉万代園瀬橋線（昭和工区）〕整
備に際し、支障となる施設（旧昭和コミュニティセンター）を解体、撤去するため。
○徳島駅前広場整備事業･････徳島駅前商業施設（アミコビル）内に整備したシビックセ
ンター及び徳島市立図書館の利便性向上を図るため。

当初計画から
削除した事業

提案事業

【地域創造支援事業】
水路等改修事業（大松1号水路、大松2号水路、米津3号水路、富吉1号水
路、富久2号水路、富久3号水路、沖島2号水路、干拓3号水路）、富田中学
校施設整備事業（施設整備）

基幹事業

【道路】
市道鈴江北・沖島線、市道富吉4号線、市道南沖洲4丁目4号線、市道南沖
洲4丁目5号線、市道富久西線、市道北佐古・南前川線、市道沖島・平石若
宮線
【地域生活基盤施設】
地域防災施設（徳島市立体育館、徳島市立スポーツセンター、川内町民会
館、徳島市中央公民館）
【高質空間形成施設】
緑化施設等（市道北佐古・南前川線）、歩行支援施設・障害者誘導施設（徳
島駅前再開発ビル）

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

提案事業
【地域創造支援事業】
水路等改修事業（大松1号水路、大松2号水路、夷野3号水路、米津3号水路、米津樋門、富吉1号水路、富久2号水路、沖島2号水路、竹須賀1号水路）、大松地区集会所新築事業、徳島市立図書館移
転拡充事業、富田中学校施設整備事業（グラウンド整備、施設整備）

基幹事業

【道路】
市道大松3号線、市道鈴江東・沖島線、市道沖島南3号線、市道大松1号線、
市道上別宮1号線、市道平石夷野7号線
【高次都市施設】
地域交流センター（昭和コミュニティセンター）、子育て世代活動センター（児
童多目的ルーム）

○道路･････計画期間中に整備完了する見通しが立たないため。
○高次都市施設〔地域交流センター（昭和コミュニティセンター）〕･････基幹事業から提
案事業に変更するため。
○高次都市施設〔子育て世代活動支援センター（児童多目的ルーム）〕･････市単独事
業に変更するため。



単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

●

○

目標
達成度※１

全国各地で大規模自然災害が発生し、
防災・減災意識の向上とともに、自主防
災組織加入世帯数は増加傾向にある。

19,790

1年以内の
達成見込み

18,332 19,333

○

H27

目標値

指標２

数　　値

91,755

自主防災組織加入世帯
数

指標３

指標１

シビックセンター利用者
数

90,000

図書館年間貸出冊数

指標４

フォローアップ
予定時期

平成28年8月頃
JR徳島駅前周辺地域の公共公益施設
の再整備や中心商店街のイベント開催
支援の相乗効果による。

効果発現要因
（総合所見）

平成24年4月の移転後、来館者数は順
調に増加し、貸出冊数も目標値を超え
た。

平成24年6月の改修後、利用者数は順
調に増加して目標値を超えた。

効果発現要因
（総合所見）

平成28年8月頃

フォローアップ
予定時期

その他の
数値指標１

 ４）定性的な効果
　　発現状況

○近い将来に想定される南海トラフ巨大地震をはじめ全国各地で発生している大規模自然災害に対し、地域住民の防災・減災意識や安全で安心なまちづくりへの関心が高まった。
○市の目指す将来像「心おどる水都・とくしま」の理念に沿った、多様な主体が連携する新たな中心市街地のまちづくり活動やイベント（例：徳島ひょうたん島水都祭）が実施された。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
住民参加
プロセス

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載し、実施できた
実施状況

その他の
数値指標３

今後の対応方針等

今後策定する都市再生整備計画についてもモニタリングを実施し、
指標の達成状況及び事業の進捗管理の確認を行う予定である。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

 ５）実施過程の評価

持続的なまちづくり
体制の構築

モニタリング

実施内容

○指標の達成状況及び事業の進捗管理の確認
○指標の一部見直し

H27 93,484
 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

人／日

19,786 ○19,938

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標

目標値

H27世帯

従前値

1,000,000

17,141

数　　値

1,067,6651,078,295

人／年

H2118,332

701,219

80,664

中心商店街通行量（歩
行者：平日）

冊／年

H21

18,590

従前値

平成28年8月頃

平成28年8月頃

1年以内の
達成見込み

H22

目標
達成度

○H21 H27

指　標

その他の
数値指標２



様式２－２　地区の概要

冊／年 701,219 H21 1,000,000 H27 1,067,665 H27

人／年 80,664 H21 90,000 H27 91,755 H27

世帯 18,590 H22 19,790 H27 19,938 H27

人／日 18,332 H21 18,332 H27 19,333 H27中心商店街通行量（歩行者：平日）

自主防災組織加入世帯数

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

シビックセンター利用者数

図書館年間貸出冊数

目標値 評価値

徳島市東部地区(徳島県徳島市)　　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

まちの課題の変化

○公共公益施設などの都市機能について、中心市街地への集積と集積を図り、中心市街地の利便性・回遊性の向上と安全で安心な「まちの顔と空間」を創造する。
○豊かな自然環境とＬＥＤを生かしたまちづくりを推進し、他都市にはない地域・観光資源を創造するとともに、魅力ある都市景観の形成を図る。
○新町西地区市街地再開発事業による中心市街地の拠点施設「新ホール（仮称）」の整備を推進し、中心市街地の再生と中心商店街の賑わいの創出を図る。

○徳島市立図書館及びシビックセンターを徳島駅前商業施設（アミコビル）内に再整備し、都市機能の集約と中心市街地への来街者数の増加に一定の成果があった。
○昭和コミュニティセンター、川内町民会館、大松地区集会所及び大原地区倉庫を整備し、地域の防災及びコミュニティの拠点づくりを進めた。
○災害時に避難所となる公共公益施設（徳島市立体育館、徳島市立スポーツセンター、川内町民会館及び徳島市中央公民館）の耐震改修を行い、避難所の機能向上を進めたほか、自主防災組織加入世帯数の増加に一定の成果が
あった。

①安全で利便性の高い都市交通体系を確立し、移動が快適な一体感のあるまちづくり
②都市機能集積によりにぎわいにあふれ、快適で魅力あるまちづくり
③豊かな心と体を育成し、「人間力」向上を目指したまちづくり
④東南海・南海地震に備えた安全・安心のまちづくり

徳島市立図書館 昭和コミュニティセンター

徳島市立体育館 川内町民会館 徳島市中央公民館

徳島駅前広場 市道北佐古・南前川線 大松地区集会所

シビックセンター

大原地区倉庫 竹須賀１号水路 住吉万代園瀬橋線（昭和工区）

市道平石・米津線 市道富久南線 市道上別宮２号線


